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　1月29日の十日町駅午前11時44分発「はくたか」8号金沢

行きに乗車した、越村伸弥さん（団体職員・39歳）が記念の

200万人目の乗客となりました。200万人乗車は、当初会社が

予測した日（2月7日）より10自早い達成。当日は、大渕＋

日町駅長から認定証と記念品が、女性職員から花束が越村さ

んに贈られました。改札ロで200万人目の乗車を知らされた越

村さんは「今日は出張で金沢へ行くのですが、日ごろクジ運

の悪い私がまさか当たるとは、ビックリしました」と話して

いました。また、「はくたか」7号と8号の車内では200万人

達成を記念してお客様にテレホンカードなどの記念品が配布

されるとともに、越後妻有郷観光協議会による観光パンフレ

ットやP　Rグッズなどの配布が行われました。
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米
価
安
定
を
目
指
し
三
位
一
体
の
新
た
な
米
政
策

地
域
と
も
補
償
へ
向
け
た
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

　
4
年
連
続
の
豊
作
や
、
需
要
低
迷
に
よ
る
持
ち
越
し
在
庫
の
積
み
上
が
り
に

よ
っ
て
、
米
価
は
今
な
お
下
落
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、

国
は
生
産
者
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
基
本
と
し
た
「
新
た
な
米
政
策
大
綱
」

を
定
め
、
2
年
間
の
「
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
米
価
を
維
持
し
、
農
業
所
得
の
安
定
を
図
る
た
め
に
生
産
者
・
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
、
今
春
よ
り
実
施
さ
れ
る
緊
急
対
策
の
要
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（図1）生産調整実施のメリット
　　　　●生産調整実施者のメリットを明確にした次のような対策を

　　　　　新たに実施します。

とも補償の考え方を全国的に展開し、転作率の違い

による不公平感を緩和する対策

転作を推進し、望ましい水田営農体系の確立を図る

ための助成金

∠水田麦・大豆・飼料作物の生産振興

売れる麦、大豆等を目指した技術確立に向けた支援

新たな米政策への円滑な移行を目指す対策

自主流通米の価格が下落した場合に一定の金額を補

てんする対策

　
「
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
」
は

①
生
産
調
整
対
策
（
転
作
・
と
も
補

　
償
）

②
稲
作
経
営
安
定
対
策
（
自
主
流
通

　
米
へ
の
価
格
補
て
ん
）

③
計
画
流
通
制
度
の
改
善

と
い
う
三
位
一
体
の
施
策
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

●
生
産
調
整
対
策

　
平
成
1
0
年
度
の
生
産
調
整
（
転
作
）

面
積
は
、
対
策
開
始
以
来
最
大
規
模

の
配
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
生
産
調
整
で
は
、
転
作
実
施

の
メ
リ
ッ
ト
が
今
ま
で
以
上
に
明
確

に
さ
れ
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
（
図
1
）

qD
米
需
給
安
定
対
策

　
ー
全
国
規
模
の
と
も
補
償
実
施

　
米
需
給
安
定
対
策
は
、
生
産
調
整

の
円
滑
か
つ
着
実
な
実
施
を
図
る
た

め
に
、
全
国
規
模
で
の
と
も
補
償
に

取
り
組
む
対
策
で
す
。
生
産
者
は
水

田
面
積
1
0
a
当
た
り
3
千
円
を
拠
出

し
、
国
も
助
成
を
行
い
ま
す
。
そ
し

て
、
生
産
調
整
を
1
0
0
％
以
上
実

施
し
た
生
産
者
に
、

生
産
調
整
の
内
容
に

応
じ
て
1
0
a
当
た
り

最
高
2
万
5
千
円
の

補
て
ん
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
単
位

の
集
団
で
生
産
調
整

に
取
り
組
ん
だ
場
合

は
、
1
0
a
当
た
り
5

千
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
（
図
2
）

　
な
お
、
転
作
助
成

金
の
交
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
こ
の
米

需
給
安
定
対
策
に
加

入
し
拠
出
を
す
る
こ

と
が
要
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（図2）米需要安定対策

a

政府助成　／譲懸 資　金　造　成（全国規模）

灘

…難

萎

霧
（受取）

最高25，000円／10

地　域　集　団　加　入　　　　　　（拠出）

拠出）

田面積当たり

3，000円／10a
舞

霧

髪

　　　　　水田面積当たり
　　　　　3，000円／10a
霧
　 （受取）

最高25，000円／10a
プラス5，000円／10a
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2
水
田
営
農
確
立
助
成
金

　
ー
転
作
助
成
金
の
再
編
成

　
水
田
営
農
確
立
助
成
金
は
大
豆
や

麦
、
飼
料
作
物
な
ど
へ
の
転
作
と
稲

作
と
が
一
体
と
な
っ
た
望
ま
し
い
水

田
営
農
の
実
現
に
取
り
組
む
農
業
者

ま
た
は
地
域
に
助
成
さ
れ
ま
．
す
。
特

に
担
い
手
を
育
成
す
る
と
い
う
観
点

（
水

か
ら
、
組
織
化
や
団
地
化
な
ど
の
合

理
的
営
農
を
支
援
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
助
成
金
の
交
付
は
、
米
需
給
安
定

対
策
（
全
国
規
模
で
の
と
も
補
償
）

へ
の
加
入
と
生
産
調
整
の
1
0
0
％

達
成
が
基
本
要
件
と
な
り
、
そ
の
ほ

か
に
も
細
か
な
要
件
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
需
給
安
定
対
策
の
助
成

金
と
水
田
営
農
確
立
助
成
金
の
助
成

2
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体
系
は
（
図
3
）
の
と
お
り
で
す
。

●
稲
作
経
営

　
　
　
　
　
安
定
対
策

－
目
主
流
通
米
へ
の
価
格
補
て
ん

稲
作
経
営
安
定
対
策
は
、
自
主
流

通
米
価
格
の
下
落
が
稲
作
経
営
に
及

ぼ
す
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
新
し

く
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
自
主
流

通
米
価
格
が
下
落
し
た
場
合
に
、
生

産
者
拠
出
金
と
政
府
助
成
に
よ
る
基

金
か
ら
一
定
の
補
て
ん
金
を
交
付
す

る
対
策
で
す
。

理
園
全

管
農
保

（図3）新たな対策の助成体系概念図（米需要安定対策＋水田営農確立助成金）

　　　　　＿〔一般作物〕　　　　　〔永年性作物等〕　　　〔特例作物〕　　〔多面的　　　〔調整水田〕

　　　（大豆・麦・飼料作物等）　　　　（果樹等）　　　　　（野菜等）　　　機能水田〕

　　　　　　　　　（最高額5万円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（景観形成作物等）

（最高額4万円）

鍵灘

水田営農確立
助成金
（欝畿蔑営農）

　　　2万円

（猴謹）

　（最高額
　　3万円）

水田営農確立助成金

（蔑麟駿講奪助）

　（最高額1万1千円）

（鞭鍵）

（最高額

1万5千円）

水田営農確立
助成金
（団地形成助成）

　　　1万円

（猴鍵）

　（最高額
　　3万円）

嚢灘鑛鐡懸緩灘 難

姦鑛騰

鑛簸 鑛懸灘 繍纒

管理

土地改良
通年施行

米需給
安定対策

4千円）

繋懸繕鑛鍵懸雛

鑛
鑛
欝
難

雛
鍵
難
鑛

　騰薩鶏

鑛蕪繕
鑛灘蝶
懸灘

雛騰欝

　　　　2千円
難難叢欝懸纒嚢難
　　　騰懸灘 欝懸鍵

（最高額

灘講灘鍵灘霧灘騰 懸騰

（注）1．旧a当たりの単価です。

　　2．「団地形成助成等」とは、団地形成助成、生産組織・集落営農助成、畜産複合助成、中山間産地形成助成をいいます。

　
補
て
ん
金
の
仕
組
み
は
、
各
銘
柄

ご
と
に
過
去
3
年
間
の
自
主
流
通
米

価
格
の
平
均
価
格
か
ら
補
て
ん
の
基

準
価
格
を
決
め
、
当
年
産
の
自
主
流

通
米
平
均
価
格
が
そ
れ
を
下
回
っ
た

場
合
に
補
て
ん
基
準
価
格
と
の
差
額

の
8
0
％
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。
（
図
4
）

　
生
産
者
の
拠
出
額
は
、
銘
柄
ご
と

に
定
め
ら
れ
る
、
補
て
ん
基
準
価
格

の
2
％
で
す
。
ま
た
国
か
ら
は
基
金

造
成
に
あ
た
り
補
て
ん
基
準
価
格
の

6
％
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
補
て
ん
金
の
支
払
対
象
は
、
生
産

調
整
実
施
者
（
目
標
達
成
1
0
0
％

以
上
の
農
業
者
）
が
出
荷
し
た
自
主

流
通
米
で
す
。

●
計
画
流
通
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
運
営
改
善

　
－
銘
柄
ご
と
の
買
入
条
件
設
定

　
米
の
備
蓄
水
準
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
1
0
年
産
米
か
ら
「
備
蓄
運
営

ル
ー
ル
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
「
備
蓄

運
営
ル
ー
ル
」
に
は
①
毎
年
の
指
針

及
び
基
本
計
画
に
お
い
て
、
政
府
米

買
入
数
量
よ
り
政
府
米
販
売
数
量
を

大
き
く
す
る
②
販
売
実
績
が
計
画
未

達
成
と
な
っ
た
場
合
の
買
入
数
量
は

計
画
数
量
か
ら
販
売
未
達
成
数
量
を

差
し
引
い
た
数
量
と
す
る
な
ど
の
取

り
決
め
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
今
後
は
生
産
者
の

出
荷
す
る
政
府
米
に
つ
い
て
も
、
銘

柄
ご
と
に
買
入
条
件
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（図4）稲作経営安定対策の仕組み
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自
主
流
通
米
価
格

水
稲
作
付
面
積
（
水
張
）
㎜
、
m
を
超
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
者
に
転
作
目
標
配
分

　
1
0
年
度
の
生
産
調
整
は
対
策
開
始

以
来
最
大
規
模
の
取
り
組
み
で
す
。

昨
年
末
、
十
日
町
市
に
も
前
年
よ
り

約
1
5
2
㎏
多
い
5
2
4
㎞
の
目
標

面
積
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
へ
の
目
標
配
分
を
受
け
、
1
月

19

日
に
十
日
町
市
生
産
調
整
推
進
協

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

市
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
「
水

稲
作
付
面
積
（
水
張
）
5
0
0
㎡
を

超
え
る
生
産
者
に
転
作
目
標
を
配
分

す
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
状
に
お
い
て
生
産
調
整
は
避
け
て

通
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
問
題

で
す
の
で
、
生
産
調
整
1
0
0
％
達

成
に
向
け
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
生
産
者
へ
の
目
標
面
積
の

配
分
は
、
3
月
上
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
振
興

　
係
（
智
5
7
－
3
1
1
1
）
へ
。

平成10年2月10日号3



が始まりますの
轟繭県最1灘

2月16日（月）～3月16日（月）

　（土・日曜日は閉庁日です）

国
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
”
所
得
の
あ
っ
た
人

①
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

　
で
い
る
人

②
地
代
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所
得

　
が
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や

　
年
金
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
、
2
か
所
以
上
か

　
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
①
～
④
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

※
所
得
と
は
コ
年
間
に
得
た
収
入

　
金
額
」
か
ら
「
そ
の
収
入
を
得
る

　
た
め
に
必
要
な
経
費
」
を
差
し
引

　
い
た
も
の
で
す
。

回
必
ず
収
支
の
記
帳
を

　
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
人
は
、
収
入
金
額
と
必
要
経

費
が
所
得
計
算
の
基
本
で
す
。
必
ず

記
帳
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

回
所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
十
日
町
税

務
署
（
本
町
一
丁
目
上
費
5

2
1
3
1

8
1
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
十
一
月
よ
り
、
税
務
署
庁
舎

が
本
町
一
丁
目
上
（
市
役
所
近
く
）

に
移
転
し
ま
し
た
の
で
、
申
告
の
際

に
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

■
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
の
送
付

を
受
け
た
人

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
2
0
万
円
を

超
え
る
人

■
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
税

金
が
戻
る
人
（
一
般
的
に
は
次
の
①

～
④
の
人
）

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

　
医
療
費
控
除
…
支
払
っ
た
医
療
費

　
が
所
得
の
5
％
か
1
0
万
円
の
ど
ち

　
ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い

　
る
と
き
。

②
住
宅
を
新
築
・
購
入
し
た
人

　
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
…
自
分
が

　
住
む
家
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築

　
し
た
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た

　
し
て
い
る
と
き
。

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

　
雑
損
控
除
…
そ
の
損
失
額
が
、
所

　
得
の
1
0
％
を
超
え
て
い
る
と
き
。
・

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整

　
を
受
け
な
か
っ
た
人

囚
口
座
振
替
の
利
用
を

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
付

や
還
付
は
、
金
融
機
関
の
口
座
振
替

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

囹
市
・
県
民
税
の
申
告
書
の
配
布

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
昨
年
の
申
告
実
績
に
よ
り
市
政

事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

申
告
書
が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
人
で

も
、
前
記
回
（
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
）
に
該
当
す
る
人
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

税
務
課
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
（
出

張
所
）
に
申
告
書
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
記
載
方
法
の
相
談
は

　
左
表
の
日
程
の
と
お
り
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。〈
市
・
県
民
税
申
告
相
談
日
〉

獺　圏 蒔闘 嚢　　場

2月16日（月）

　　～

3月16日（月）

午前9時
　～
午後4時

十日町市役所
※土曜日と日曜
　日は除きます。

2月24日㈹
午前9時

　　30分
　　～

午後3時

中条地区公民館

2月25日㈱ 水沢地区公民館

2月26日㈲ 吉田就業改善センター

．2月27日樹 下条地区公民館

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
市
民
税
係

　
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
m
・
m
）

回
農
業
者
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て

　
い
る
人

　
　
農
業
者
年
金
保
険
料
も
社
会
保

　
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
支
払
金
額
に
つ
い
て
は
、
J
A
十

　
日
町
市
本
所
（
智
5
7
－
1
5
7
1
）

　
へ
。

顛
騰
保
険
料
は

所
得
額
か
ら

　
　
　
　
　
控
除
さ
れ
ま
す

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

9
年
1
月
か
ら
1
2
月
ま
で
の
一
年
間

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
・
国
民

健
康
保
険
料
の
全
額
で
す
。

　
ま
た
、
本
人
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
家
族
の
保
険
料
も
申
告
者
が
納
付

し
た
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
昨
年
中
に
納
め
た
も
の
で
あ
れ

ば
過
去
の
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

■
平
成
9
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
額
）

〈
定
額
保
険
料
〉

　
1
月
～
3
月
H
1
2
、
3
0
0
円

　
4
月
～
1
2
月
“
1
2
、
8
0
0
円

〈
付
加
保
険
料
〉
　
　
　
4
0
0
円

　
※
市
で
は
、
2
月
中
旬
に
国
民
年

　
金
・
国
民
健
康
保
険
の
納
入
額
を

　
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。

■
納
付
額
の
問
い
合
わ
せ

▼
国
民
年
金
保
険
料
…
市
民
生
活
課

　
国
民
年
金
係
（
暦
5
7
－
3
1
1
1

　
内
線
m
・
瑚
）

▼
国
民
健
康
保
険
料
…
税
務
課
管
理

収
納
係
（
奮
内
線
m
・
m
・
m
）

　　　　　灘　　　擁　　纏灘　　　　　　　　　　嬢　　　　　　　　灘　　　　　　　嚢　　　　　醗　　　灘　　嚢鑑　　　灘　麓繍
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第
1
回
小
・
中
学
校
学
区
審
議
会
開
催

　
　
　
～
2
0
人
（
内
女
性
7
人
）
の
委
員
が
熱
心
に
討
議
～

　
児
童
数
の
減
少
が
著
し
い
市
内
の

小
．
中
学
校
の
適
正
規
模
や
統
廃
合

の
検
討
を
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
、

「
十
日
町
市
立
小
・
中
学
校
学
区
審

議
会
」
の
第
1
回
会
議
が
1
月
2
2
日

㈲
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
少
子
化
や
過
疎
化
の
影

響
で
児
童
数
が
減
少
し
、
9
年
度
現

在
、
児
童
数
2
0
人
以
下
の
小
学
校
が

5
校
、
来
年
度
に
は
さ
ら
に
1
校
増

え
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
中
学
校
で

も
生
徒
数
が
減
少
し
、
現
在
1
学
年

1
学
級
と
い
う
状
況
の
学
校
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
小
規
模
化
は
、

教
育
や
学
校
運
営
を
行
う
上
で
様
々

　
　
謝

　
　
称

　
　
敬

校
　
ー

学
員
ヰ
委
、
会

相

な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
審
議
会
設
置
は
、
小
規
模
化
が

も
た
ら
す
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

広
く
関
係
者
の
意
見
を
聞
く
た
め
の

も
の
で
す
。

　
当
日
は
竹
内
教
育
委
員
長
か
ら

「
小
規
模
集
団
で
は
人
間
関
係
が
固

定
化
し
、
集
団
内
の
人
間
関
係
か
ら

得
ら
れ
る
刺
激
や
情
報
量
に
限
界
が

あ
り
、
視
野
も
狭
く
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
教
員
数
も
限
定
さ
れ
、
教
科

の
指
導
や
学
校
運
営
の
面
で
支
障
を

き
た
し
、
P
T
A
活
動
の
面
で
も
活

性
化
が
図
れ
な
い
な
ど
の
悩
み
が
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
小
規
模
校
の

良
さ
や
こ
れ
ま
で
上
げ
て
き
た
実
績

を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
問
題
点
は
問
題
点
と
し
て
と
ら

え
、
よ
り
良
い
教
育
が
行
え
る
よ
う

な
学
校
規
模
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
、
審
議
会
設
置

の
主
旨
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
委
員
の
自
己
紹
介
の
後
、

委
員
長
に
滝
沢
洋
一
さ
ん
、
副
委
員

長
に
柳
重
治
さ
ん
、
梧
澤
英
男
さ
ん

を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
委
員
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
竹
内
教
育
委
員
長
か
ら
滝
沢

審
議
会
委
員
長
に
諮
問
文
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
進
め
方

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
、
毎
月
1
回
程
度
の
ぺ
ー
ス
で
会

議
を
開
催
し
、
今
年
1
2
月
を
目
途
に

答
申
を
行
う
こ
と
な
ど
を
決
定
し
ま

し
た
。
審
議
会
で
は
現
状
を
よ
り
良

く
知
る
た
め
、
学
校
訪
問
も
行
う
計

画
で
す
。

幾　　　嶺 役職・職業癒馨 儀熊
斎木　　実 市議会議長 落之水

大島清松 市議会総務文教常任委員長 丸山町

臼井一郎 十日町小学校長 学校町1

菅井徹郎 十日町中学校長 新座1

滝沢洋一 会社役員 本町1上

林　　鐵雄 団体役員 上川町

柳　　重治 会社役員 寿町3

中村田鶴子 保育園長 本町6－2

金子昭子 主　婦 袋　町

瀧澤眞矢子 主　婦 四日町4

山田　　榮 農業 東枯木又

福崎一之 会社員 田　麦

梧澤英男 市体育協会長 寿町2

中沢初美 会社員 川治上町1

児玉昭一郎 吉田地区振興会長 稲　葉

羽鳥孝子 幼稚園教諭 名ケ山

村山芳和 下条中PTA会長・会社員 野　田

水落静子 主　婦 願　入

樋口　　誠 水沢地区振興会長 土市4

福島けい子 会社員 珠　川

、
鐙
灘
馨
霧
馨

　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
織

　
　
　
　
難

瀬
灘

　昭和50年（1975）2月、両市の主産業である絹織物が縁で．姉妹都市を結びま

した。以来23年にわたり交流を続けています。

　姉妹都市提携20周年に当たる平成7年5月にはコモ市が、10月には十日町市

が、それぞれ訪問し合いました。10月の訪問時￥本田市長、吉沢姉妹都市交

流協会長。コモ市長、コモ市民間団体のファミリア・コマスカ協会長の4人　霧

の対談の中で経済交流について話し合いがなされました。

　　　　　　　『嚢欝葺灘号．『
お求めください　　『　灘、

お近くの取扱い酒屋さんで！

赤・白1本（750m旦）化粧箱入

価格2，400円（消費税別）

灘
慧　灘　懸繋

　　シェークスピアの名作「ロミオとジュリエ・．ソト」の都市、イタリア・

　　ベネト州ヴェローナ地万のなだらかな丘陵地帯で育まれたワインです。『

　　　　●赤ワインメルロット・デッレ・ベネツィエ
　　　　　　（辛ロ）葡萄品種はメルロット。香り良く、ドライな味です。

　　　　　　　　焼肉料理、チーズに合います。

　　　　●白ワインソアーベイフラッスィコ・ニィバイ

　　　　　　（辛ロ）良品質な数種類の葡萄を使用。オードブルや魚、エ
　　　　　　　　ビ、力二、貝料理に合います。

十日町・コモ姉妹都市友好ワイン
　　　問合先　十日町・コモ姉妹都市交流協会（十日町商工会議所内）暦57－5111

平成10年2月10日号5



あなたも私たちと一緒に

大空に夢を託しませんか。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3111内線213へ。 この恵まれた環境をご覧ください

長さ640m、幅60mの滑走路をもつ「田中飛行場」が十日

町市にあることをご存知の方は、意外に少ないのではない

でしょうか。この「田中飛行場」は、開業医の田中外科医

院の先代先生が、個人の夢を託して造ったものです。長い

年月をかけ、数々の難しい用地交渉、環境交渉を乗り越え

　　　　　　　　て、昭和50年ころにようやく

　　　　　　　　完成した、川治の高台に位置

　　　　　　　　する、すばらしいながめの民
　　　　　　　　問飛行場です。厳しい経済環

　　　　　　　　境、また昨今の環境アセスメ

　　　　　　　　ントを考えれば、これからは
　　　　　　　　造ることのできない、貴重な
　　　　灘一鑛馨§　施設です。

　　　　　　　　　このすばらしい恵まれた施
　　　　　　　　設と環境を、私たち大空に夢この飛行機に大空への
夢を託します　　　　　　　を託す仲間のいくつかのグル

一プが利用させていただいています。エンジン付きパラグ

ライダー、超軽量飛行機、ジャイロコプター、そして我が

「十日町R／Cクラブ」がその利用団体です。

今年で結成23年目を迎えた私たちクラブの会員は、下は

中学生から上は還暦を過ぎた先輩まで39人。趣味の世界で

は当たり前ですが、年齢に関係なく休日になれば弁当持参

で三コ五五集まって来ます。

この広い恵まれた環境で、何の予約も必要なく、思い切

り、そして思い通りに飛行機やヘリコプターを操縦できる

のです。この広い空間を占有できるということは、とかく

ままならないことの多い昨今、私たちにたまらない喜びと

開放感を与えてくれます。

世間一般では、まだまだ「おもちゃの世界」という認識

が強いため、いい年をして余り大手を振って話もできませ

んが、興味のある方は一緒にいかがですか。問い合わせは

高橋幸雄（西本町1盈57－4374）へ。

㊤　
　
　
　
た
ら

o
　
鱈
（

贈　　
今
回
は

　
　
も

　
甘
鯛
な
ど

㊤
　
　
　
￥

馨
で
も
い
し

繭
　
　
オ
レ
ン
ジ

　
　
鮮
や
か
な

　
　
く
作
り
方

襯
　
　
④
鱈
は
塩

　
　
②
ニ
ン
ジ

　
　
　
に
切
り

O
　
　
。
撫
離

　
　
　
4
ー
～
り
乙

　
　
◎
卵
白
は

o㊤懸●
9
雛
晶

懸
≧
乏
O

佐野恵子さん
（本町東1盈57－4107）

奮　このコーナーでは　登場していただく人を　募集しています．商い合わせは企画人事ぐに
　課広報広聴係智57－3111内線213へ。　　　o移

も傾帥o馨繍麹麟噛幽鱒oo

出
し
汁
、
み
り
ん
．
醤
油

れ
て
煮
立
て
る
。

色
が
付
い
た
鱈
を
皿
に
移

◎
を
ま
わ
り
か
ら
注
ぐ
。

2火イ卵に上oつ鱈え
分のタ白移げ　たをて

た
鱈
を
オ
ー
ブ
ン
の

し
、
そ
の
上
に
泡
立

を
か
け
て
ニ
ン
ジ
ン
、

ケ
￥
三
つ
葉
を
の
せ

オ
ー
ブ
ン
（
2
0
0

）
で
焼
き
色
を
付
け

曝顯嚇懸●脚●
　　　　　　鑛

材　料（4人分）

鱈…4切れ￥ニンジン…20g
生シイタケ…2枚￥三ツ葉…少々
卵白…1．5イ固

　　塩・酒…適宜
　　片栗粉…大さじ％

さ
ら
に
泡
立
て
る
。

皿
に
の
せ
．
蒸
気
の

蒸
し
器
で
10
分
ほ
ど

出し汁…30cc

みりん・醤油…大さじ％

　　　　、、
　　　　　駄

・
膿
羅
鱗
鶴
　
嶺
盤
襟
灘
雛
纏
羅
響
懸
繋
塾

糠

鰯
輪懸㊥鰯轍〉W蘭㊤懲⑬繭肉剛顯の
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じようずに
描けたね4レ

⑮森の保育所

　　　みのる
上村　成くん
　　（5歳）

峯
幾
蓑

灘

拳磯
灘
、

瓢

　
雛

驚驚

蔑

　
　
　
　
　
ぴ
　
　
ナ
　
　
リ
　
　
　
　
だ
　

　
　
　
　
　
　
霧
騰
欝
鰹

　
　
　
　
　
　
　
翻
鐵
総
灘

　
　
　
　
　
　
　
鑑
　
桝
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
灘
　
鵜
　
　
　
　
　
　
　
難
簗

　
　
　
　
　
　
鰍
　
　
副
　
　
　
　
　
ゼ
．
婆

　
　
　
　
　
　
．
溜
麟
　
鍔

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
グ

　
村
の
人
た
ち
か
ら
宝
物
を
と
っ
て
く

る
悪
い
鬼
な
の
。
頭
か
ら
カ
ミ
ナ
リ
が

出
て
い
る
ん
だ
よ
。
明
臼
の
豆
ま
き
￥

が
ん
ぱ
つ
て
い
つ
ぱ
い
拾
う
ん
だ
。

義
「
’

螺
　
悪
い
鬼
が
宝
物
な
ん
か
を
盗
む
と
￥

取
り
返
し
て
き
て
く
れ
て
￥
悪
い
鬼
を

や
っ
つ
け
て
く
れ
る
良
い
鬼
な
ん
だ
よ
。

明
日
保
育
園
で
豆
ま
き
を
や
る
ん
だ
。

．
．
●
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
●
・
・
・
・
・
・
・
・
…
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蠣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
が
新
入
社
員
の
と
き
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
覚
え
る
意
味
で
、
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
で
大
き
な
声
を
出
す
な
ん
て
こ
と
も
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ず
か
し
く
て
、
で
も
今
に
し
て
思
う
と
良
い
経
験
で
し
た
ね
。
　
・
発
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
．

本気の本音
膨⑱、毒，≡．．襲力遍へ

高
橋
さ
ん
は
物
ご
と
を
表
情
に
出
さ
な
い
ほ
う

で
す
ね
。
見
た
目
は
落
ち
着
い
て
い
る
ん

で
す
が
、
結
構
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
。

お
客
様
相
手
の
仕
事
な
ん
だ
か
ら
、
落
ち

着
き
が
大
切
だ
よ
。

麟　　
　
　
釣
り
銭
一
つ
を
渡
す
に
も
若
い
方

　
　
　
に
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
お
年
寄
り

に
は
ゆ
っ
く
り
と
。
た
っ
た
一
回
の
買
い
物

で
も
、
お
客
様
に
好
印
象
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
レ
ジ
対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
堀
先
輩
は

リ
ス
み
た
い
に
動
き
が
早
く
て
よ
く
稼
ぎ
ま
す
。
先
輩
の
後
ろ
姿

見
な
が
ら
、
良
い
面
を
盗
も
う
と
い
つ
も
注
意
を
払
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
お
客
様
雛
『
が
モ
ッ
ト
ー
の
原
信
十
日
町
店
に
勤
務
す
る
堀
洋
子
さ
ん
（
上
新
田
1
・
勤
続
1
2
年
。

　
写
真
右
）
高
橋
典
子
さ
ん
（
川
西
町
・
勤
続
3
年
・
写
真
左
）
で
す
。

●●●●●●●●●●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…亀・・・・・・・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

璽

　
太
田
島
の
生
家
は
か
つ
て
庄
屋
を

し
て
い
た
家
柄
で
す
。
父
は
3
人
の

妻
と
の
間
に
1
4
人
の
異
母
兄
弟
を
も

う
け
ま
し
た
。
私
は
1
4
番
目
の
末
っ

子
で
す
。
実
の
兄
は
東
工
大
を
卒
業

し
た
後
、
東
北
帝
大
を
経
て
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
に
留
学
す
る
な
ど
、
地
元

を
離
れ
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
水
沢
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒

業
し
た
も
の
の
、
病
弱
で
そ
の
上
の

学
校
は
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
あ
る
年
、
療
養
の
た
め
に
泊
ま

っ
た
旅
館
に
女
学
校
を
出
た
同
い
年

の
娘
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の

方
の
知
性
と
考
え
方
に
触
れ
、
学
問

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
の
で
す
。
戦

前
は
家
柄
や
性
別
で
、
進
学
を
断
念

す
る
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
父
も
最

初
は
病
弱
な
末
娘
を
女
学
校
に
入
れ

る
こ
と
に
反
対
で
し
た
。
そ
ん
な
父

を
無
理
矢
理
説
得
し
、
私
は
1
8
歳
か

金澤タツさん
（太田島2）93歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係費57－3111内線213へ。

ら
2
1
歳
ま
で
長
岡
実
業
女
学
校
に
学

び
ま
し
た
。
卒
業
後
、
十
日
町
に
戻

り
、
教
員
の
夫
と
2
4
歳
の
年
に
結
婚

し
て
、
3
男
－
女
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
当
時
教
員
を
し
な
が
ら
農
業
が
で

き
る
わ
け
も
な
く
、
水
田
は
小
作
に

貸
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
敗

戦
後
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
令
で
農
地
解

放
が
行
わ
れ
、
財
産
の
ほ
と
ん
ど
を

二
足
三
文
で
奪
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
更
に
昭
和
31
年
に
夫
が

48

歳
で
亡
く
な
り
、
食
べ
る
物
に
も

事
欠
く
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
、
子
供
た
ち
の
学
問
へ
の

意
欲
は
か
な
え
た
い
と
い
う
信
念
は

貫、

き
ま
し
た
。
子
供
に
は
志
望
校
は

一
つ
だ
け
、
浪
人
も
許
さ
な
い
と
い

う
条
件
で
受
験
を
さ
せ
ま
し
た
。
子

供
た
ち
も
「
蛍
雪
」
の
思
い
で
勉
強

に
励
ん
で
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
後
全
員
の
子
供
が
大
学
に
進
み
、

無
事
社
会
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
時
代
は
移
っ
て
も
、
子
供
の
向

学
心
や
才
能
の
芽
を
摘
む
こ
と
は
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平成10年2月10日号7



　
　
手
ア
〒
デ
ィ
オ
ン
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
、
ピ
ア
ノ
の
演

の
拍
奏
会
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
－
月
2
1
日
幽

吻
効
識
絵
鐸
醐
獣
醗
蕃
都
釧
訂
導
振

ス
一
－
ノ
・
ピ
ッ
ト
コ
さ
ん
（
イ
タ
リ
ア
）
、
ピ
ア
ノ
演
奏
は

オ
滞
山
ゆ
か
り
聴
ん
で
、
二
人
と
も
国
際
的
に
活
動
を
進

孟
め
奪
－
オ
ン
は
イ
タ
ー
ア
で
生
ま
れ
た
楽
器
で

コ
色
す
．
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
イ
タ
リ
ア
の
音
色
を
楽
し
ん

ア
音
で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
、
＋
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交

　
　
　
　
流
協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
当
夜
は
雪
に
も
か
か

　
　
　
　
わ
ら
ず
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
初
め
て
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

　
　
　
　
ン
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

鍵桑　
黎

騨

ヨ集
－
月
2
1
日
㈱
、
紀
行
作
家
の
高
木
國
保
さ
ん
（
田
川

1
を
町
3
）
か
ら
＋
日
町
情
報
館
（
仮
称
）
の
資
料
に
と
、

第
報
著
書
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

音
一
た
．
こ
れ
ま
で
山
菜
、
渓
流
釣
り
、
薬
草
、
き
の
こ
、

瀬
ご
地
酒
な
ど
を
テ
↓
に
3
3
冊
も
の
本
を
書
い
て
き
ま
し

灯
描
た
．
寄
贈
い
た
だ
い
た
中
に
は
、
栗
さ
ん
の
手
元
に

い
し
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
本
が
数
冊
あ
っ
て
、
出
版
社
な

圭
日
で
　
ど
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

て
ち
　
昭
和
4
6
年
に
初
め
て
自
費
出
版
し
た
「
瀬
音
第
－
集
」

め
持
だ
け
が
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
ず
に
い
る
と
の
こ
と
で

初
お
す
・
高
木
さ
ん
は
雪
国
の
自
然
や
恵
み
に
深
い
愛
情
を

　
　
　
　
持
ち
、
「
雪
な
し
で
は
、
私
の
作
品
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
」

　
　
　
　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

翻

スポツト

縄

aρ

タオ・ウイン

　　　　、
　　　　“尼5．

十日町高校、津南高校英語指導助手。
アメリカバージニア州シャーロッツビル出身。

　　Happy　New　YearH　hope　you　spent　a　joyous　New
Year’s　Day　with　your　Ioved　ones．l　had　a　wonde卜ful　winter

vacation　this　year」went　to　Vietnam　during　the　holidays

with　my　friends，two　ALTs　and　one　Japanese　friend．We

saw　many　historical　sights，ate　a　lot　of　good　food，and

met　many　foreign　travelers　and　bcal　people．We　Ieft
Japan　with　only　three　things　l　our　round　trip　tickets
（which　we　received　the　day　before　we　left），backpacks，

and　guidebook．Traveling　mainly　by　train　and　bus，we
made　our　way　from　the　northern　capital　of　Hanoi　a”the

way　down　to　the　Mekong　Delta，the　southernmost　part
of　Vietnam．The　entire　trip　was　great，but　l　would　have

to　say　the　friendly　people　l　met　in　Vietnam　made　the　trip

・ne・fthebest・nesl’veevertaken．lfany・neisplanning
on　going　to　Vietnam　and　wants　some　recommendation　of
where　to　go　and　what　to　do，please　get　in　contact　with

me．

　新年おめでとうございます！皆さん、大好きな人たちと

一緒にすばらしい新年を迎えられたことと思います。私は

ALT2人、日本人の友達一人と一緒にベトナム旅行をし、

すばらしい冬休みを過ごしました。多くの名所・旧跡を見

たり、おいしいものをたくさん食べたり、たくさんの旅行

者や地元の人々と出会ったりしました。日本を発つ時持っ

て行った物は三つだけ。往復のチケット（出発の前日に届

きました）とリュックサック、そしてガイドブックです。

主に汽車とバスで移動し、北にある首都ハノイから、ベト

ナムの南端メコンデルタまで行きました。この旅行はすべ

て良かったけれど、特にベトナムの人々の親切さが、今ま

でで最高の旅にしてくれたのだと思います。もしベトナム

に行く計画があって、お勧めの場所や情報が知りたい方は、

私に連絡ください。
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す
・
懸

糠

　　　　識馨難融

麟

　　　　　　　ひろや高橋久美子さん・紘弥くん

母子（高田町1）が力走

　
7
日
㈹
か
ら
開
幕
し
て
い
る
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
高
橋
さ
ん
母
子
が
1
月
2
2
日
㈲
、

新
潟
会
館
前
か
ら
万
代
シ
テ
ィ
ー
バ
ス
セ
ン
タ
ー
間
1
・

4
㎞
を
力
走
し
ま
し
た
。

　
小
さ
い
こ
ろ
は
ー
か
月
に
3
、
4
回
も
高
熱
を
出
す

ほ
ど
病
弱
だ
っ
た
紘
弥
く
ん
で
す
が
、
現
在
で
は
校
内

学
年
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
1
位
に
な
っ
た
り
、
市
の
長
距

離
力
ー
ニ
バ
ル
に
出
場
す
る
な
ど
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
久
美
子
さ
ん
が
我
が
子
の
成
長
を

喜
び
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
二
人
で
走
り
た
い
と
募

集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応
募
。
見
事
県
内
6
組
1
2
人
の
中

に
入
っ
た
も
の
で
す
。
紘
弥
く
ん
は
「
み
ん
な
の
声
援

が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
・
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
」
が
ー

で
　
　
　
月
2
4
日
ω
、
公
民
館
本
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

りく
　
　
　
こ
れ
は
、
昨
年
1
0
月
に
結
成
さ
れ
た
「
十
日
町
市
こ
ど

づ
習
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
第
2
回
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も

坑
学
の
で
克
当
日
は
、
苛
性
ソ
ー
ダ
を
使
わ
な
い
体
に
や

廃油せっ1
リサイクル

さ
し
い
石
け
ん
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
小
学
1
年
か

ら
中
学
2
年
ま
で
の
1
4
人
と
6
人
の
父
兄
が
参
加
し
ま

し
た
。
ク
ラ
ブ
員
は
学
校
も
学
年
も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
が
、

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
初
体
験
の
石
け
ん
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
雪
で
と
て
も
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
参
加
し
た
ク

ラ
ブ
員
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
。
今
度
は
エ
コ
ク
ラ
ブ

い
つ
や
る
の
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問
健
健
豊

●

生
活
習
慣
病
の
代
表
選
手

『
心
臓
病
」
を

　
　
　
　
　
　
　
予
防
し
よ
う

〈
心
臓
の
働
き
と
心
臓
病
〉

　
　
　
　
し
ん
き
ん

　
心
臓
は
、
心
筋
と
い
う
筋
肉
の
か
た
ま

り
で
、
体
の
す
み
ず
み
に
ま
で
血
液
を
循

環
さ
せ
る
ポ
ン
プ
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
心
筋
に
、
酸
素
や
栄
養
を
運
ぶ
血
管

　
か
ん
じ
ょ
う
ど
う
み
ゃ
く

（
冠
状
動
脈
）
が
固
く
な
っ
た
り
詰
ま
っ

た
り
す
る
と
、
心
臓
に
酸
素
が
十
分
行
き

わ
た
ら
な
く
な
り
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
虚
血
性
心
臓
病
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
す
（
左
図
参
照
）
。

　　　　〈狭心症と心筋梗塞〉

狭心症●
　心臓を取り巻く冠動脈の動脈硬化で、一時的
に血流がとどこおり、心臓
の筋肉が酸素不足（虚血）　　　　徽

になり、締めつけられるよ　　　　雛
うな激しい胸痛が生じる。

　　　　　　　　　　　　　　●心筋梗塞

　動脈硬化で狭くなった冠動脈に血栓（血のか
たまり）が詰まり、血液の流れが止められて、

　　　　　　　　　その先の細胞が死んでしま

　　　　　　　　　う。死の恐怖感にとらわれ
　　　　　　　　　るような胸痛が生じる。

〈
虚
血
性
心
臓
病
を

　
　
　
　
　
引
き
起
こ
す
原
因
〉

　
心
臓
病
の
大
き
な
原
因
は
、
血
管
の
老

化
で
あ
る
「
動
脈
硬
化
」
に
あ
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
を
招
き
や
す
い
①
高
血
圧
②
高

脂
血
症
③
喫
煙
の
三
つ
が
重
な
る
と
、
心

臓
病
に
か
か
る
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
①
糖
尿
病
②
肥
満
③
運
動
不
足

④
痛
風
⑤
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
た
危
険
因
子

を
持
っ
て
い
る
人
も
、
生
活
を
見
直
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
平
成
9
年
度
の
住
民
健
康
診
査
で
は
、

高
脂
血
症
の
予
備
軍
が
約
2
・
5
人
に
1

人
、
高
血
圧
（
境
界
域
も
含
め
る
）
が
約

4
人
に
1
人
と
、
危
険
因
子
を
持
っ
て
い

る
人
が
大
勢
い
ま
す
。
心
臓
病
は
、
三
大

死
因
の
．
一
つ
で
す
。
心
臓
病
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
定
期
検
診
を
受

け
、
”
要
受
診
”
と
い
わ
れ
た
ら
医
療
機
関

に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

〈
生
活
習
慣
、
大
丈
夫
で
す
か
〉

　
早
期
発
見
、
早
期
受
診
の
前
に
、
生
活

習
慣
と
い
う
大
切
な
予
防
策
が
あ
り
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
三
度
の
食
事
、
特
に

動
物
性
脂
肪
、
塩
分
、
甘
い
物
の
と
り
す

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
努
め
て

歩
き
、
適
度
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
喫
煙
者
は
、
住
民
健
康
診
査
受
診
者
の

約
6
人
に
1
人
で
す
が
、
男
性
と
若
い
女

性
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
病
で
4
0

歳
代
で
亡
く
な
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

若
い
う
ち
か
ら
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
で

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平成10年2月10日号9



　　　　　　　　　　　　　　　亦
　　　　　　　　　　　　　　　父

，騨．一舞
　　（諏訪町．73歳）賞

　長年交通安全活動に貢献された田村喜

作さん（働十日町地区交通安全協会理事）

が、交通安全功労者として「緑十字銀章」

を受賞されました。

　田村さんは昭和45年、現協会の前身「十

日町地区交通安全協会」の役員に就任し、

以来28年の長きにわたり交通安全活動は

もちろん、協会の組織強化などに多大な

功績をあげられました。今回の受賞はこ

れらの功績が認められたものです。

　　i公営住宅蒸居者募集

雛募集住羅購谷内垂撫営住籍難葎護蔭畳

2室・5畳丞整・D甕、齢，鞠囎〉笏募

集期闘謹馨月玉鯛㈹鱒25田㈱籔闘念せ峯

建設課建築住宅係

寮羅あ醜灘蚤
　　　　1月25臼届ぱ出灘ま懸疑敬称略）

脳地域福祉事業《筆服部泰巡掌校磁1・香

典返雛◎⑧，㈱織保坂霧蔵噺座4－
1・罰，◎◎◎円）

鯛社会福祉事業《芝新潟県僑期組合棄圓

町糞店懲4，＄総周）

躍羽根州荘磯竃璽条会驚，◎◎◎田〉伸好会

綿，憩⑧剛幽原老火銘灘轍鞠鯛）

脳身障者セ繋ター薦莚蕎釧《新座・3，⑧◎0

剛
園平成園《峯匿名（毛布翅枚》

鯛歳業助ぽ登嫌募金《竃桑原久痩（蒙町・

鍛◎，8鍵鋤佐藤昇（岩野・翻，◎◎◎円）野

田ス難孫縫圏町・3◎，㈱円）岡載建治

憂難新國鎌2，⑳◎⑧蘭〉四ツ寓荘利用者一

圃α，解網）長助お客様一調㊤，艀蝸）

溝一馨ス灘療難雛圏i町一・団鰺⑧，5鰯円）

辛臼町病院親睦会醸，燈総鋤

鯛鼓民館図書室《玄囲載喜作《諏訪町憂

根津敏蘇鑛璽聴酋）

盤惰報館建設準備室《潅島田常雄｛津南

齢

70

か
け
ま
せ
ん
か

2
月
の
「
子
供
映
写
会
」

霧
日
時
”
2
月
2
8
日
出
午
前
1
0
時
～
獲
場

所
目
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
纏
内
容
目
ミ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
と
魔
法
の
帽
子
、
い
じ
わ
る

ぎ
つ
ね
ラ
ン
ボ
ー
の
涙
ほ
か
膨
入
場
料
H

無
料
霧
問
合
せ
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
智
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

「
宮
崎
緑
」
講
演
会

霧
日
時
H
3
月
n
日
㈱
午
後
6
時
1
5
分
～

7
時
3
5
分
霧
場
所
“
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
（
新
潟
市
上
所
2
f
2
－
2
）
雛
講
師

H
宮
崎
緑
さ
ん
（
元
N
H
K
キ
ャ
ス
タ
ー
）

雛
演
題
H
地
球
に
優
し
い
国
際
感
覚
～
環

境
を
考
え
る
～
霧
定
員
H
2
0
0
人
纏
入

場
料
”
無
料
霧
問
合
せ
”
働
新
潟
県
国
際

交
流
協
会
（
盈
晒
ー
旛
1
6
0
2
0
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
2
月
の
定
期
投
影

霧
日
時
H
2
月
1
5
日
㈲
、
2
2
日
㈲
、
午
前

n
時
か
ら
4
0
分
間
纏
場
所
H
中
里
村
U
モ

ー
ル
霧
入
場
料
H
一
般
“
2
百
円
、
中
学
生

以
下
”
百
円
霧
問
合
せ
H
中
里
村
教
育
委

員
会
（
智
6
3
1
4
4
7
8
）
へ
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
新
潟
市
を
は
じ
め
県
内
で
は
、
A
香
港

型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

原
則
と
し
て
予
約
制
で
す
。
あ
ら
か
じ
め

医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
た
上
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
任
意
接
種
で
あ
る
た
め
、
健
康
被
害
が

生
じ
た
場
合
は
医
薬
品
副
作
用
被
害
救

済
・
研
究
振
興
調
査
機
構
法
に
基
づ
き
、

直
接
本
人
が
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・

研
究
振
興
調
査
機
構
に
請
求
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
接
種
に
関
す
る
費
用
は

全
額
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
笏
問
合
せ

H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
保
健
所
健
康
相
談
　
笏
日
時
“
2
月
2
6

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十

日
町
保
健
所
笏
担
当
医
H
須
賀
医
師
（
中

条
病
院
・
痴
呆
介
護
相
談
）
笏
問
合
せ
H

十
日
町
保
健
所
（
暦
5
7
1
2
4
0
0
）
ま

た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談
　
笏
日
時
H
2
月
2
4
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
“
市
役

所
保
健
セ
ン
タ
ー
笏
担
当
医
”
須
賀
医
師

（
中
条
病
院
）
勿
間
合
せ
“
十
日
町
保
健

所
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
県
政
ポ
ス
ト
を
ご
存
知
で
す
か

　
県
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
県

政
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提

言
を
い
た
だ
く
た
め
、
「
県
政
ポ
ス
ト
」
を

設
置
し
、
所
定
の
は
が
き
を
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
笏
設
置
場
所
H
市
役
所
正
面
玄

関
フ
ロ
ア
笏
問
合
せ
H
県
庁
広
報
広
聴
課

三
種
混
合
・
二
種
混
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

霧
－
期
初
回
に
該
当
す
る
子
H
①
3
月
1
日

現
在
1
歳
か
ら
接
種
日
現
在
7
歳
半
未
満
の

子
②
未
接
種
か
、
3
回
接
種
を
し
て
い
な
い

子
。
た
だ
し
、
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
子
は
二

種
混
合
（
2
回
接
種
）
に
な
り
ま
す
。
受
付
に

必
ず
申
し
出
で
く
だ
さ
い
。
霧
ー
期
追
加
に
該

当
す
る
子
H
接
種
日
現
在
7
歳
半
未
満
で
、

1
期
初
回
完
了
後
1
年
が
経
過
し
た
子
霧
注

意
す
る
こ
と
H
①
「
予
防
接
種
と
子
供
の
健

康
」
を
必
ず
読
ん
で
来
て
く
だ
さ
い
。
②
医
師

に
よ
る
予
診
（
視
診
・
聴
診
）
が
あ
り
ま
す
の

で
、
脱
ぎ
や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。
纏
持

参
す
る
物
H
①
母
子
健
康
手
帳
②
体
温
計
③

十
日
町
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人
は
、

住
民
登
録
を
し
て
あ
る
市
町
村
で
発
行
し
た

「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。
※
忘
れ
る
と
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
霧
間
合
せ
1
1
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
へ
。

〈日程表〉

対象地区
垂　期　初　團 玉期

追加
受付
時間
接種
会場塗國圏 建團圏 3團圏

十　　日　町
3月

3日（幻

3月

24日（幻

4月

14日（火》

4月

21日（火）
午
後
1
4
5
～
2
3
0

保
健
セ
ン
タ
1

川治・六箇・水沢
3月

5日休）

3月

26日休）

4月

16日休）

4月

23日（木）

中条・下条・吉田
3月

6日㈹
3月

27日㈹

4月

17日㈹

4月

24日㈹



、

広
聴
係
（
智
幡
ー
踊
ー
5
5
1
1
内
線
2

1
1
6
）
へ
。

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度
を
ご
存
知
で
す

か
　
小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小
規
模

企
業
の
事
業
主
や
個
人
事
業
主
の
方
の
た

め
の
退
職
金
制
度
で
、
中
小
企
業
事
業
団

が
運
営
し
て
い
ま
す
。
共
済
加
入
者
は
、

払
い
込
ん
だ
掛
金
に
応
じ
て
資
金
の
融
資

を
利
用
で
き
、
ま
た
、
毎
月
の
掛
金
が
全

額
所
得
控
除
に
な
り
ま
す
。
笏
問
合
せ
H

十
日
町
商
工
会
議
所
（
暦
5
7
－
5
1
1
1
）

へ
。◆
相
続
1
1
0
番
相
続
の
問
題
で
お
悩

み
の
方
、
新
潟
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
笏
日
時
”

3
月
1
5
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
笏
電

話
番
号
H
伽
－
鷹
1
5
6
5
0
（
当
日
限

り
）
笏
相
談
料
H
無
料

◆
相
続
登
記
無
料
相
談
　
日
時
H
2
月
1

日
㈲
～
2
8
日
ω
笏
場
所
H
県
内
各
司
法
書

士
事
務
所
笏
問
合
せ
H
新
潟
県
司
法
書
士

会
（
智
鰯
f
㎜
ー
1
5
8
9
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

露
盟
欝

　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

八
ロ
ー
陥
陥
ス
ク
ー
ル

膨
日
時
0
3
月
7
日
㈹
・
1
7
日
㈹
午
後
1

時
3
0
分
～
（
2
日
間
コ
ー
ス
）
霧
場
所
H

市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
霧
対
象
H
9
年
1
0

月
2
7
日
～
1
0
年
2
月
2
7
日
の
問
に
妊
娠
届

を
し
た
人
霧
内
容
月
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
、
栄
養
指
導
ほ
か
纏
参
加
費

”
無
料
膨
そ
の
他
H
対
象
者
に
は
通
知
を

し
ま
す
。
2
月
2
5
日
を
過
ぎ
て
も
通
知
が

届
か
な
い
人
は
、
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
へ
。
初
め
て
の

E
－
m
a
i
I
作
成
講
座

霧
日
時
n
3
月
1
7
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
霧
場
所
H
飼
新
潟
県
国
際
交
流

協
会
（
新
潟
市
新
光
町
1
6
－
4
）
霧
テ
ー

マ
H
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
か
ら
E

－
m
a
i
1
の
作
成
ま
で
を
学
ぶ
霧
定
員
”

30
人
霧
受
講
料
H
無
料
霧
問
合
せ
“
働
新

潟
県
国
際
交
流
協
会
（
智
幡
－
獅
ー
6
0

2
0
）
へ
。

雪
上
自
然
観
察
会

膨
日
時
H
3
月
1
日
㈲
午
前
9
時
3
0
分
～

11
時
3
0
分
雛
場
所
H
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
霧
参
加
費
H
無
料
霧
問
合

せ
H
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
（
市
役

所
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
内
）

灘
盟
朋
懇

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
1
0
年
度
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
利

用
申
込
み
受
付
開
始
〉
市
内
小
・
中
学
校

（
開
放
指
定
校
）
の
体
育
館
等
（
主
に
夜
）

を
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
開
放
し
ま
す
。
利
用

に
は
1
0
人
以
上
の
団
体
と
し
て
の
登
録
が

必
要
で
す
。
笏
申
込
み
H
3
月
7
日
ω
ま

で
に
総
合
体
育
館
（
盈
52
－
4
3
7
7
）

へ
。

〈
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
杯
小
学
生
イ
ン
ド
ア
サ

ッ
カ
ー
大
会
〉
笏
日
時
H
3
月
1
日
㈲
∵

8
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後
5
時
修
場
所
H

総
合
体
育
館
屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
⑫
参
加
費

H
2
百
円
（
保
険
料
含
む
・
当
日
徴
収
）

笏
申
込
み
H
2
月
1
6
日
㈲
ま
で
に
総
合
体

育
館
ま
た
は
庭
野
和
浩
（
智
5
7
1
8
3
5

7
）
へ
。

〈
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
杯
イ
ン
ド
ア
カ
ッ
プ
サ

ッ
カ
ー
大
会
〉
笏
日
時
H
3
月
1
5
日
㈲
午

前
8
時
3
0
分
～
笏
場
所
H
総
合
体
育
館
屋

内
グ
ラ
ウ
ン
ド
修
参
加
費
H
ー
チ
ー
ム
“

2
千
円
笏
申
込
み
H
3
月
6
日
樹
ま
で
に

総
合
体
育
館
ま
た
は
庭
野
和
浩
へ
。

〈
グ
レ
ス
テ
ン
カ
ッ
プ
桂
ス
キ
ー
場
ス
ラ

ロ
ー
ム
大
会
〉
傷
日
時
H
3
月
1
日
㈲
午

前
8
時
3
0
分
受
付
開
始
の
桂
ス
キ
ー
場
笏

参
加
費
日
幼
児
、
小
・
中
学
生
“
5
百
円
、

高
校
生
以
上
“
千
円
笏
申
込
み
H
2
月
2
3

日
㈲
ま
で
に
ホ
ン
マ
科
学
㈱
（
〒
脇
ー
0

0
4
6
十
日
町
市
明
石
町
2
4
盈
5
7
－
2
4

9
3
）
へ
。
※
当
日
申
込
み
も
受
付
け
ま

す
。

〈
十
日
町
・
当
間
カ
ッ
プ
G
S
大
会
〉

纏
日
時
H
3
月
2
1
日
ω
午
前
7
時
3
0
分
～

午
後
3
時
⑫
場
所
H
上
越
国
際
当
間
ス
キ

ー
場
籔
参
加
費
u
小
・
中
学
生
H
千
円
、

一
般
”
千
5
百
円
磁
申
込
み
H
3
月
3
日

㈹
ま
で
に
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
（
智

58
1
3
2
9
1
）
、
エ
ビ
ス
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
（
智

57
－
2
2
2
0
）
ま
た
は
商
工
観
光
課
（
智

52
1
5
5
6
9
）
へ
。

〈
T
O
K
A
M
A
C
H
I
・
C
U
P
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
〉

の
日
時
H
3
月
2
1
日
㈹
午
前
9
時
～
午
後

4
時
の
場
所
H
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
コ
ー
ス
鑛
参
加
費
H
千
円
（
保
険

料
含
む
）
笏
申
込
み
“
2
月
2
0
日
樹
ま
で

に
総
合
体
育
館
へ
。

〈
K
A
R
H
U
・
C
U
P
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
大
会
〉
　
笏
日
時
U
3
月
1
5

日
㈲
午
前
9
時
～
午
後
4
時
脅
場
所
目
吉

田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
纏

参
加
費
H
千
円
（
保
険
料
含
む
）
笏
申
込

み
H
2
月
2
0
日
飼
ま
で
に
総
合
体
育
館

へ
。
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おまちしてます

おじゃまします

暖紬室
‘群
受2

3月は12日（木）です

時～9時

2組、1組50分）
7
着
室
月
広
ん

後
先
長
2
課
さ
じ
付

午
（
市

問
　
　
場
込

時
　
　
会
申申し込み　2月26日休）までに企画人

　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

合う「おじゃまします暖和室」は

随時受け付けています。

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

晶　　　　麟 規　格 希望価格

織謹一織饗　欝 無　料

礁　縷　一　バ　灘 ／／

織匿一幾灘誘
縦43cm横87cm
高さ136cm

2，000円

滋膨塗　犠一潔 ヤマパ
ME－55 4万円

轟慶糞　欝一蒙
ヤマパ
ME－55 3万円

戴　　　鍛　　　釜 リンナイ
7合炊き 相談で

嚢獣轡懸鱗掛㈱ テーブル1
椅子2

〃

窯タ勤欝麟翼翼 エラード
鍵盤数88

〃

叛一叢溺難雛一 無　料

事務網鍛繋矧麟繕 4　台
ノノ

卿購》翻※灘一罵晶
スキー150㎝・160㎝、スドン

ク95㎝、⇔23㎝、23，5㎝
／／

麹購織蘇蕪調晶
スキー180cm、

ストック110cm・120cm
／ノ

翅鷹灘灘灘騰一銚
スキー170cm、

ストッ久くつ23．5cm 相談で

紙　お　難　⑦
メリーズSサイズ

51枚入4パック
4パック
3，000円

ス　黎　一　糞　一一
ホンダ50ccあずき色

7，500km走行 相談で

熱灘鷺麹蓬灘響裁 28型 ／ノ

翻》磯童膨響難一 イワタ
182動力

ノノ

鎌獄醗鎌灘騰鰹繊 三菱RVR純正
　4本 5万円

　　　　　　　撚　　　　　　灘　　　　　羅　　　　嚢　　　懇　　謙　鑛磁

懲型液畠繋罐麟 　携帯用メーカー問わず 相談で

難講鞭糠醗懸麟 6人掛け用 ノノ

辮翼焼iき器i 家庭用 5千円以内
相談で

、藍蟻講が鰻鍵康器i 2　台 無　料

、灘蟻蘂鎌鰻縫簾i器 1，000円

霧務網構羅
キャスター付き

　5～10脚
相談で

謬　総　、鎌　懲　懸 おんぶ専用 ／ノ

縢講雛醸灘麹
豆をひいたり、粉をひい

たりできる手動のもの
3，000円位

除　　雪　　機 3万円以内

灘蟹羅鎌騰灘一穫 相談で

篤撚灘灘纏灘織 壁掛式 無　料
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熱
鱒
羅
、
，

十
日
町
市
史
を
読
む

古
代
の
轟
藝

　蒙譲蓬

⑪

難
襯
揺
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●

　
　
　
昭
和
四
九
年
、
西
小
学
校
の
建
設

　
　
中
に
発
見
さ
れ
た
馬
場
上
遺
跡
は
、

　
　
五
何
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

　
　
れ
、
古
墳
時
代
中
期
か
ら
平
安
時
代

　
　
前
期
（
約
一
五
〇
〇
年
か
ら
二
σ

　
　
○
年
前
）
の
大
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が

　
　
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
全
部
で
五
九
棟
の
建
物
跡
が
確
認

　
　
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
奈
良
時
代
の
馬

　
　
場
上
ム
ラ
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ

　
　
う
。

　
　
　
奈
良
時
代
の
建
物
跡
は
、
こ
れ
ま

　
　
で
に
二
七
棟
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

．
噛
、
　
　
喝
　
　
鳩
　
灘

　
　
　
　
　
　
灘

ヤ
灘
　
，
　
灘
選
・

魏懸、雛・畿

　＿轟、欝．注　一・　蟻黙
鞍

麟

纏
　　趣

馬場上遺跡の建物跡

末
発
掘
の
区
域
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

建
物
の
耐
用
年
数
を
二
〇
年
か
ら
三

〇
年
く
ら
い
と
考
え
る
と
、
同
じ
時

期
に
一
〇
～
一
二
棟
の
住
居
が
あ
っ

た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
建
物
の
大
き
さ
は
、
一
二
平
方
銃

く
ら
い
で
、
縄
文
時
代
以
来
の
竪
穴

式
の
住
居
で
し
た
。
中
に
は
三
二
厨

も
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
お
そ

　
　
　
　
　
お
さ

ら
く
ム
ラ
の
長
の
住
ま
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
住
居
の
南
側
に
は
炉
に
替
わ
っ
て

カ
マ
ド
が
つ
く
ら
れ
、
煙
を
外
に
出

　
え
ん
ど
う

す
煙
道
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

．
一
軒
の
家
に
は
、
夫
婦
と
そ
の
子
供

な
ど
五
、
六
人
が
生
活
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
の
家
が
、
血
縁
な
ど
で

い
く
つ
か
ま
と
ま
っ
た
の
が
戸
で
、

古
代
の
一
家
族
で
し
た
。

　
一
戸
は
、
二
〇
～
三
〇
人
程
度
で
、

数
戸
が
集
ま
っ
て
ム
ラ
を
構
成
し
て

い
ま
し
た
。
奈
良
時
代
の
馬
場
上
ム

ラ
は
、
家
数
か
ら
六
〇
～
八
○
人
が

暮
ら
し
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
す
き

　
遺
跡
か
ら
鉄
製
の
鋤
や
鎌
、
布
目

　
　
　
　
は
　
じ
　
き
　
　
　
わ
ん

の
つ
い
た
土
師
器
の
碗
や
糸
に
撚
り

を
か
け
る
ツ
ム
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

農
業
だ
け
で
な
く
ハ
タ
を
織
っ
て
い

た
ム
ラ
だ
っ
た
と
分
か
り
ま
す
。

　
　
（
通
史
編
1
　
古
代
の
妻
有
）

1
、

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●じ　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

驚の温度変化とおかま蚕

．15、　　　　の
蓼．欝10’＼＼、　　磯1

璽

、

、

、

、

、

、

し
、

、

黛
・甲　■●

欝
　
，

騨
灘

磯
叢
　
灘
欝　
鑓

欝畿

・蘂　　、欝＝欝轍鍔な、、のは？
　暖冬といわれた冬も本番を迎えてみると積雪は2mを超え、平年より

雪の多い年となり、池や堤は氷と雪に覆われています。

　さて、風呂に入ると「上は熱いが下はぬるい」ということがよくあり

ます。一般に温度の高いものは上に、温度の低いものは下に動き、熱の

移動がおこります。しかし、日常目にする自然は写真（川治の堤）のよ

うに、冷たい氷が下からではなく、表面から張り出しているのをよく目

にします。不思議ですね。水は40Cで密度が最大になり4～OOCの間で
は密婁翻減少に転じます。この水の特異さにより、冬季の池や堤では対

流や撹拝がおこり、図のように4。Cより低い温度では表面より下の方が

水温が高くなり表面しか凍結することがありません。このため、生物の

生存を守ってきたのです。
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b
叢
難
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欝
，
麟
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8
8
す
こ
や
か
ち
ゃ
菊
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十8町市民の動き

　　　　（1月末日現在），

44，913人（前月比一3）

22，065人（〃　一2）

22，848人（〃　一1）

（前目比十1）12，939

．人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
恩
－
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
編
・
集
・
室

　
記
事
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
1
月
22
日

に
第
1
回
市
立
小
・
中
学
校
学
区
審
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
議
会
で

は
、
少
子
化
や
過
疎
化
で
減
少
し
続
け
る

市
内
小
中
学
校
の
適
正
規
模
（
統
廃
合
）

が
検
討
さ
れ
ま
す
。
現
在
市
内
の
小
学
校

数
は
1
9
校
（
ほ
か
分
校
2
校
）
。
そ
の
内

5
校
が
児
童
数
2
0
人
以
下
で
、
今
後
2

年
以
内
に
そ
の
数
は
さ
ら
に
2
校
増
え
る

そ
う
で
す
。
小
規
模
校
に
は
小
規
模
校
な

り
の
良
さ
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
弊

害
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。
実
際
、

市
P
連
な
ど
の
会
議
で
小
規
模
校
の
役

員
の
話
を
聞
く
と
「
万
年
役
員
、
人
数
が

少
な
い
た
め
活
動
に
制
限
が
あ
る
」
な
ど

の
悩
み
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
地
域

に
し
て
み
る
と
小
学
校
が
コ
ミ
ュ
≡
ア
ィ

の
場
に
な
っ
て
い
て
、
絶
や
す
こ
と
は
地

域
の
存
亡
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
実
態
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ど
う
い
っ
た
切
り
口

で
審
議
が
進
む
の
か
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
将
来
を
担
う
子
供
の
立

場
に
立
っ
た
審
議
結
果
が
望
ま
れ
ま
す
。

小
．
中
と
分
校
で
学
ん
だ
㊧
で
す
。
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